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木原野配水池（貯水タンクと水質検査用の蛇口）
安全な水を安定して供給するための施設です。
深さ約100ｍから地下水をくみ上げています。

熊本北部浄化センター（熊本市）
合志市の汚水の約７割は、熊本市北区鶴羽田にある
「熊本北部浄化センター」で処理しています。

もくじ

• SDGｓの取組み……………………………… 1

• 第２回臨時会、12月定例会の流れ ………… 1

• 条例改正、令和３年度一般会計補正予算、
  決議書………………………………………… 2

• 一般質問 ……………………………………… 3

• 常任委員会・分科会の審査概要 …………4、5

• 研修会等……………………………………… 5

• 賛否一覧表、次回定例会日程、
  編集後記……………………………………… 6

CONTENTS

11月25日

市長より議案について
提案理由の説明

各常任委員会（分科会）
にて議案の審査

分科会長報告、自由討議に
よる質疑と総括質疑事項選定

総括質疑、討論・表決

７人の議員による一般質問にて
市政を質す

議案に対する質疑の後、各所管の委員会へ付託
予算関係事件の質疑の後、各分科会へ分担付託

11月26日・29日 12月２日

12月３日 12月15日

各委員会からの審査報告の
後、討論・採決
（結果は６面の賛否表参照）

12月17日12月９日

一般質問 質疑・付託　予算決算常任委員会開会

各常任委員会（分科会） 予算決算常任委員会 予算決算常任委員会 討論・採決　閉会

合志市議会　12月定例会の流れ

合志市議会　第２回臨時会

合志市議会はSDGｓの取組みを推奨しています

10月13日　　質疑・討論・採決　議案３件、同意１件

阿　蘇　山　風　景

　合志市の生活用水の地下水依存率は非常に高く、ほぼ100％を地下
水に依存しています。熊本地域に降った雨は1/3が蒸発し、1/3は川
となって海へ流れ、残りの1/3が地下水となります。これは約27万年
前～約９万年前にかけて４度にわたる阿蘇の大火砕流噴火により分厚
い火砕流の層ができたことや、約420年前に加藤清正公が水の浸透し
やすい白川中流域に多くの堰や用水路を築き水田を開いていったこと
によるものです。阿蘇の自然のシステムと、先人の努力が組み合わさ
れ私たちの水循環系が完成しています。

　また、合志市の下水道普及率は約99％（特定環境保全公共下水道事
業：塩浸川浄化センター、農業集落排水事業：清流館・蘇水苑）です。
後世の子孫においしく安心で安全な地下水を守り伝えていくために、
節水はもちろんのこと、台所になるべく油や生ごみを流さない、トイ
レにトイレットペーパー以外の水に溶けにくい物を流さないなど、下
水道にやさしい取り組みも必要です。合志市の水環境が持続するよう
みんなで努力していきましょう。

せき
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　こども医療費の助成については、現在中学３年生までを対象として実施し
ているが、これまで対象年齢の引き上げについては、市の財政状況と照らし
合わせながら慎重な判断を繰り返し着実に実行してきたところである。
　一方で、近隣自治体を含む県内自治体では医療費助成の対象を拡大し、
高校３年生までとする傾向が顕著であり、加えて新型コロナウイルス感染症
拡大に起因する経済停滞により、失業や所得低下など現役子育て世代の生
活が著しく疲弊しており、本市においても今後更なる子育て支援の拡充が求
められる。
　財源確保を含む大所高所からの観点から、無責任な導入を慎むこれまで
の執行部の姿勢については高く評価しており、議会としても平時においては
安定的且つ長期的な財源確保を議論しながら段階的拡大を目指すという認

識を共有しているが、コロナ禍という未曽有の特殊事情に鑑み、こども医療
費助成対象を高校３年生までに拡大を図るべきであると考える。
　よって、下記の事項について早急に具体化していくことを強く求める。

記

１．地域福祉基金が一定の財源として適当であるか速やかに調査すること
２．各種事業の優先順位の見直しなどを断行し、一定の財源確保が見込める
場合、助成対象拡大に関し必要な検討を開始すること

　以上決議する。
提出者…澤田　雄二　ほか12名

議員提出議案 こども医療費助成の対象を高校３年生まで拡大を求める決議

令和３年度合志市一般会計補正予算

総　額　258億971万円

補正額 （第８号） 6,659万2千円 【増額】
 （第９号） 9,129万円 【増額】
 （第10号） 7億116万6千円 【増額】
 （第11号） 1億9,855万1千円 【増額】

ウィズコロナを念頭においた新分野展開
などの事業再構築を推進するためのもの。

条例改正
● 合志市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
国民健康保険制度において、子どもに係る保険料等の均等割額の減額措置が導入されることに伴う条例の改正。

他２件の条例及び議員の賛否は６面をご覧ください。

原案可決

人事案件

栄第２工業団地の３区画のうち２区画を売却することに伴い、半導体製造装置メーカーの
「くまさんメディクス」と３億2,823万円にて10月1日に仮契約を締結したもの。

財産の処分

第８号

新型コロナウイルス感染症対策
中小企業支援事業
6,659万2千円

新型コロナワクチンの追加接種
（３回目接種）の実施によるもの。

第９号

新型コロナウイルス感染症
予防接種事業
5,133万4千円

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、
その影響により苦しんでいる子育て世帯を支援する
ためのもの。

第10号

子育て世帯に対する給付金
給付事業
7億116万6千円

児童発達支援及び放課後等デイサービスの新規決定
者と利用日数の増加等によるもの。

第11号

障害児通所費給付事業
1億56万6千円

お   やま　　   のり   こ

合志市監査委員の選任　小山　法子 氏（南陽区）

人権擁護委員候補者の推薦
くわ  はら　　   のり   え こ  ばやし　　　ふ　 よ　 こ

桑原　典恵 氏（杉並台区）、小林　富代子 氏（若原区）
いけ   だ　　　  かず   や みず  かみ　　   あき   こ

池田　一也 氏（笹原区）、水上　明子 氏（新栄温泉団地区）
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吉永　健司議員

来海　恵子議員

青山　隆幸議員

上田　欣也議員

松井美津子議員

濱元幸一郎議員

西嶌　隆博議員

その他の
質問事項

　市長就任以来、議会や職員との関係をどう捉えているか。
　議会には、節目ごとに大きな働きを、またご協力いただい
たことを感謝している。職員には、自分達が誰のために、何の
ために事業を実施するのかなどを意識してもらい、組織全体で
動いている。議会、職員のお陰で成長もさせていただいた。
　今後の合志市をどう予測しているか。また、どのような政
策が必要と考えるか。

　人口増加に伴う対応は極めて重要。今後は、将来のまち
づくりのベースを作る重要な時期にあたり、次の４年間もで
きれば私が舵取りさせていただきたく、立候補を決意したと
ころである。

問

問

合志市の未来について

その他の
質問事項

・コロナ禍での分散登校の検証
・就労支援と若者をよそから呼び込む方策　ほか

・政策実現に必要なことは

　熊本県内でも、マイナンバーカードを使ってコンビニで証
明書の発行を行なっている自治体がある。合志市でもポイント
制の影響でマイナンバーカードを持っている方が増えてきてい
るので、ぜひ考えていただけないか。
　現在、県内では11市、６町がマイナンバーカードを利用
した各種証明書等のコンビニで交付を実施している。本市にお

いても、マイナンバーカードをお持ちの方が４割を超え、コ
ンビニ交付の要望も増えてきたので、市民サービス向上のた
めに、令和４年度中の導入・実施に向けて取り組んでいきた
い。

問

マイナンバーカード利用で、コンビニで証明書発行を！

答

答

答

その他の
質問事項

・合志市総合防災訓練について
・災害時要支援者個別計画について　　ほか

　刑法犯認知件数は、全国的には戦後最少を更新している。
しかし熊本県は増加傾向にあるため、警察が毎月発表する小学
校区ごとの詳しい速報値（犯罪種別・認知件数等）を、自治会
や学校へ配布したらいかがか。
　地域自治会や学校への配布は可能である。またセーフティ
パトロールや地域の方々へは安心メールなどを活用して配信し
たい。

　西合志東小が今度独自に設置した防犯カメラは、子供た
ちの登下校の見守りに活躍するものと考える。他の小学校へ
もこのデータを示して勧めてはいかがか。
　設置台数が県内でも限られているが、積極的に学校とも
話しながら要望を続けたい。

問

警察配信の小学校区ごとの犯罪発生情報の有効活用を！

答

答

その他の
質問事項

・学校給食の将来構想策定に向けて
・レターバスの無料券と利用促進について　ほか

　資源物の無料回収所が市内各所や近隣の町に設けられてい
るが、市の回収に影響はあるのか。
　令和元年と２年を比較すると、量にして５トン、率で３％
程度減少しているので、少なからず影響はあると思われる。
　委託料と集団回収助成金が減ると市の負担も減るのでは。
　市は再生資源物の集団回収を推進している。これは市の回
収負担を減らすだけでなく、資源物の売却益や助成金が地域に

還元され、住民がリサイクルへの貢献を実感できるシステム
である。なるべく地域の集団回収に出し、それが難しい場合
に市の回収や無料回収所を必要に応じて利用していただけれ
ばと考えている。

問

集団回収はＳＤＧｓの第一歩

答

答
問

その他の
質問事項

・ＳDＧｓの推進について
・低体重児支援について　　　　　　ほか

　医療的ケア児支援法が成立し、この法律には、保育・教育
等において必要な体制整備を講じるよう、適切な医療福祉サ一
ビスを受けながら生活できるよう配慮することが義務づけられ
ているが本市の取組状況について伺う。
　県の補助事業として、熊本大学病院内設置の「医療的ケア
児支援センタ一」の協力で福祉課、健康づくり推進課、子育て

支援課、学校教育課と医療的ケア児支援体制の情報交換会を
開催した。今後も情報共有、ニ一ズの把握を行ない、切れ目
のない支援を行なっていきたいと考えている。

問

医療的ケア児の支援について

答

その他の
質問事項

・医療費助成制度について
・消費者行政について

　住宅リフォーム助成制度の予算が今年度、600万円から
300万円に減額された。申請の受付は、１日目で上限に達し
終了している。なぜこれだけニーズがあり地域経済にとっても
大事な役割を果たしている事業の予算を減額したのか。予算枠
を前年度分と同額を確保するとともに、もっと希望者が利用で
きるように、予算の拡充をはかるべきではないか。

　全体の予算を見ている。令和4年度に関してもまだ決まっ
ていない。国の経済対策も現段階でどれだけの規模か詳細は
分からない。今後総合的に判断をしていきたい。

問

住宅リフォーム助成の予算拡充を

その他の
質問事項

・道路整備に係る予算の推移と整備の進捗
・行政区からの要望の管理について　　ほか

　本市に進出を検討されている企業の状況は。
　前年度と比較しても案件が多くなっており、今年４月から
11月までに13件（製造関係と物流関係）の問い合わせが寄
せられている。令和２年度に完成した、栄第２工業団地につい
ては多くの問い合わせをいただいた。
　中九州横断道路開通に伴い工業団地新設の検討は。

　現在、新設工業団地の各種基礎調査業務を実施してい
る。本調査結果において（仮称）東部工業団地は、最も評価
が高かった場所である。他の候補地についても民間主導や民
間連携による開発など、今後検討していく。

問

企業誘致の状況について

答

問

問

答

答

一般質問 各議員の一般質問の様子は、QRコードでインターネット録画をご覧いただけます。

吉永 健司

来海 恵

青山 隆幸

上 欣也

松井美津

濱 幸 郎

嶌 隆博



常任委員会・分科会（予算決算常任委員会）の審査概要
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問
答

問
答

問

答
問

答

答
問

問

問

問

答

答

答

問

問

答

答

問
答

問
答

問

問

答

答

【常任委員会】
合志市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例

税　務　課

　　保険税の軽減は時限立法か。また、市負担４分
の１について交付税等による措置はあるのか。

　　時限立法ではなく、今後引き続き軽減されるも
のであり、交付税措置等についてはまだ方針が
示されていない。

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第11号）

財　政　課

ふるさと納税寄附金は使途が指定できるのか。
寄附者は、７つの使途を指定
することが出来、使途を指定
しないことも可能である。

総　務　課

　　一般職と会計年度職員を含めた、今後の定員管
理についての方針は。

　　毎年課長ヒアリングを実施し要望を聞き、偏在
のないバランスの取れた定員配置を考えている。

管　財　課

　　電気料金の単価は１年ごとに決めているのか。
電気料金の単価は、毎年入札により決定してい
る。

交 通 防 災 課

　　防火水槽の数は把握しているのか。
　　水利台帳により防火水槽及び、
消火栓を管理している。

総

務

【常任委員会】
令和３年度合志市下水道事業会計補正予算

下　水　道　課

　　マンホール蓋の増額は、今年度に集中して交換
工事を行っているのか。

　　市民の通報や突発的に交換が必要になって増額
した。

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第11号）

商 工 振 興 課

　　ユーパレス弁天は本来なら十分利益が出る施設
である。一般的な温泉施設として少しずつシフ
トチェンジしていってもいいのではないか。

　　事業者側からの提案も考慮した上での公募をし
ている。キッチンカーの導入
など旧物産館の活用も含めて、
今後検討していきたい。

学 校 教 育 課

　　来年度小中学校の教室数はどれだけ増える見込
みか。

　　南ヶ丘小学校、西合志南小学校、西合志中学校
それぞれ１教室ずつであり、今年度の改修工事
で対応する。

生 涯 学 習 課

　　コロナ禍による施設利用人数制限の廃止を、令
和４年２月から前倒しすることができないのか。

　　１月までの利用者を募集しており、人数制限の
廃止による利用者からの混乱の声を想定し、時
期は変更しない。

都 市 計 画 課

　　市営住宅の退去者は年間何件程度あるのか。
　　年間６件程度の退去を見込んでいたが、４月か

ら９月までの６ヵ月間で７件の退去があった。

文
教
経
済

【常任委員会】
合志市国民健康保険条例の一部を改正する
条例

保 険 年 金 課

　　出産一時金は、十分な金額だと考えるか。
　　本市の国保被保険者の出産費用は概ね42万円
以内で、適正な金額と考える。

令和３年度合志市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

保 険 年 金 課

　　近年、はりきゅう費が増加傾向にある要因は。
　　新たな鍼灸院の開設で、利用者が増えたことに
よるものと思われる。

【分科会】
令和３年度合志市一般会計補正予算（第11号）

福　祉　課

　　障害者自動車運転免許取得・改造助成金の増額
について、本年度11月末までの実績と今後の
予定は。

　　実績は、免許取得助成金対象者５名と自動車改
造費助成金対象者２名。今のところ、要望の相
談はない。

健 康 づ く り 推 進 課

　　システム改修を行ない、健診結果等がマイナポー
タルで見れるようになるが、運用はいつからか。

　　また、近隣自治体のシステム改修の予定は分か
るか。

　　国から、マイナポータルでも提供開始は2022
年度早期との示しがあっている。また、近隣自治
体のシステム改修については把握していない。

健
康
福
祉

委
員
長

　
　澤
田

雄
二

副
委
員
長

　
　上
田

欣
也

委

　
　員

　
　松
井
美
津
子

委

　
　員

　
　後
藤

修
一

委

　
　員

　
　犬
童

正
洋

委

　
　員

　
　永
清

和
寛

委
員
長

　
　青
山

隆
幸

副
委
員
長

　
　野
口

正
一

委

　
　員

　
　吉
永

健
司

委

　
　員

　
　坂
本

早
苗

委

　
　員

　
　後
藤

祐
二

委

　
　員

　
　辻

　
　
　藍

委
員
長

　
　来
海

恵
子

副
委
員
長

　
　齋
藤

正
昭

委

　
　員

　
　青
木

照
美

委

　
　員

　
　濱
元
幸
一
郎

委

　
　員

　
　西
嶌

隆
博

委

　
　員

　
　辻

大
二
郎

国民健康保険特

な金額と考える。

志市国国民健康保

は概ね42万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答答
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委
員
長

　
　松
井
美
津
子

副
委
員
長

　
　後
藤

修
一

委

　
　員

　
　議
長
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算

予
算
決
算

問

答 答

問

問

答

【
審
議
日
程
】

●
令
和
３
年
12
月
２
日
（
木
）

全
体
会

　
質
疑
お
よ
び
分
科
会
（
総
務
分

科
会
・
文
教
経
済
分
科
会
・
健

康
福
祉
分
科
会
）
を
設
置
し
、

付
託
事
件
の
審
査
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。

●
令
和
３
年
12
月
３
日
（
金
）

分
科
会

　
３
分
科
会
に
よ
る
審
査
を
行

な
っ
た
。

●
令
和
３
年
12
月
９
日
（
木
）

全
体
会

　
分
科
会
長
報
告
を
行
な
い
、
自

由
討
議
を
経
て
総
括
質
疑
事
項

を
決
定
し
た
。

●
令
和
３
年
12
月
15
日
（
水
）

全
体
会

　
執
行
部
に
対
す
る
総
括
質
疑
の

後
、
討
論
、
表
決
を
行
な
っ
た
。

職員の配置・定数管理と方針について
①現在の職員数の適正認識の確認
②TSMCの進出による課題等への対応と職員
の働き方と事務量の想定の有無

③人口増による事務量の増加に伴う今後の予算
計上と職員定数管理と方針の確認

本市は人口一万人当たりの職員数が85類似団
体（自治体）中６番目に少ない。TSMCの進
出で事務量の増加が予想されるので、「庁議」
の場をプロジェクトチームとして様々な課題に
対応し情報共有を図っていく。
　人口推計から本市は今後も人口増が見込まれ
ている。加えて市民の要求水準の高まりや多様
化など様々な課題に直面しており、地方自治体
に求められる行政需要は増加傾向にある。限ら
れた財源や人員の中で持続可能な行政運営を推
進していくためには、中長期的な指針となる
「定員管理計画」を策定し、適正な人員管理に
努めなければならないと考える。

市外小中学校等へ通学する要保護・
準要保護世帯への就学支援について

①本市での就学援助の現状の確認
②近隣市町村の取組みの確認
③今後市外小中学校等へ通学する児童生徒への
就学援助の必要性の確認

就学援助費用は年々増加傾向にある。県内の
14市および近隣２町のうち７市町が区域外
や、国・県立学校へ就学している児童生徒も就
学援助の支給対象としている。国・県立学校へ
就学する児童生徒への就学援助の必要性は感じ
ているため、見直しについて検討を進める。

障がい者（児）の自立と社会参加促進に
ついて

①障がい者の活動支援と地元企業との連携の確
認

②支援事業の対応策の有無の確認と今後の展望
令和３年10月時点で「就労移行支援」は13
名、「就労継続支援（A型）」は72名、「就労継
続支援（B型）」は121名利用されている。ま
た、「就労定着支援事業」や地元企業と連携し
た「生活困窮者自立支援事業（就労準備支援事
業）」がある。「就労準備支援事業」では市内
３事業者から協力があり、１事業者で障がい者
の一般就労につながった。今後も障がい者就労
への理解がさらに深まるよう商工振興課や、関
係課と連携して市内企業や、事業者等へ周知、
啓発に取り組む。

　政策情報連絡会を10月20日に開催しました。今回は、
４月１日に副市長に就任されました名垣眞一氏により「経
済の見方」と題して講演が行なわれました。
　名垣副市長は、経済産業省で培われた経験を活かし、本
市の経済の現状や問題点、更には将来像を熱く語られ、合
志を思われる気持ちが伝わりました。
　講演後は意見交換が行なわれ、これからの合志市発展の
ための大変有意義な機会となりました。

政策情報連絡会 大津町議会視察研修

11月10日に大津町議会の文教厚生常任委員会より合志楓
の森小・中学校について視察研修に来られました。
　議長、文教経済常任委員長同席のもと、教育委員会から建
設の経緯や背景、学校の特色や運営状況などの説明があり、
児童生徒下校後に現地の視察も行ないました。
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嶌
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人

市
長
提
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議
案

予

算

議65 令和３年度合志市一般会計補正予算（第８号） 可 全会一致 長 18 0

議66 令和３年度合志市工業団地整備事業特別会計補正予算（第３号） 可 全会一致 長 18 0
そ
の
他
議67 財産の処分 可 全会一致 長 18 0

人
事 同7 合志市監査委員の選任 同 全会一致 長 18 0

市

長

提

出

議

案

条

　
　
例

議69 合志市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可 全会一致 長 18 0

議70 合志市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可 全会一致 長 18 0

議79 合志市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ● ○ ○ ○ 長 15 3

予

　
　
　
　
　
算

議71 令和３年度合志市一般会計補正予算（第11号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 17 1

議72 令和３年度合志市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 全会一致 長 18 0

議73 令和３年度合志市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可 全会一致 長 18 0

議74 令和３年度合志市水道事業会計補正予算(第２号) 可 全会一致 長 18 0

議75 令和３年度合志市下水道事業会計補正予算(第２号) 可 全会一致 長 18 0

議78 令和３年度合志市一般会計補正予算（第10号） 可 全会一致 長 18 0

承７ 専決処分（令和３年度合志市一般会計補正予算（第９号）の決定）
の承認 承 全会一致 長 18 0

そ

　
　
の

　
　
他

議76 ふれあい館の指定管理者の指定 可 全会一致 長 18 0

議77 老人憩の家の指定管理者の指定 可 全会一致 長 18 0

諮１ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全会一致 長 18 0

諮２ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全会一致 長 18 0

諮３ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全会一致 長 18 0

諮４ 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること 適 全会一致 長 18 0

報
告 報６ 専決処分（損害賠償に係る額の決定）の報告 報告終了

議
員

提
出

決
議議提３ こども医療費助成の対象を高校３年生まで拡大を求める決議 可 全会一致 長 18 0

月 日 曜 会議名 主な内容

2

4 金 本会議 市長提出議案上程及び提案理由説明

7 月

本会議 一般質問8 火

9 水

14 月
本会議 質疑、各常任委員会付託

予算決算常任委員会 質疑、各分科会分担付託等

15 火

常任委員会（分科会） 付託事件の審査16 水

17 木

21 月 予算決算常任委員会 分科会長報告、自由討議

28 月 予算決算常任委員会 総括質疑、討論、表決

3 2 水 本会議
委員会審査報告（質疑、討論、採決）

追加議案（上程、質疑、討論、採決）

　
一
年
ぶ
り
に
孫
と
一
緒
に
、
近
所
の
お
寺
と
神
社
に
除
夜
の
鐘
付
き
と
初
詣

に
行
き
、
無
病
息
災
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
願

し
ま
し
た
。
　
　
　

　
昨
年
の
議
会
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
が
毎
議
会
ご
と
に
審
議
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
予
算
の
承
認
や
、

18
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の
現
金
給
付
金
の
予
算
案
の
議
決
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
が
、
国
の
方
針
が
な
か
な
か
示
さ
れ
ず
、
今
後
に
お
い
て
も
執
行
部
の
臨
機

応
変
な
対
応
に
議
会
と
し
て
も
理
解
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
試
行
中
の
２
学
期
制
の
導
入
に

つ
い
て
、
①
子
供
に
向
き
合
う
時
間
の
確
保
②
教
育
課
程
③
評
価
④
働
き
方

改
革
な
ど
の
視
点
か
ら
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
各
学
校
か
ら
の
意
見
や
感
想
を

基
に
、
教
育
委
員
会
よ
り
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
２
学
期
制
は
概
ね
好

評
で
、
完
全
実
施
を
望
む
声
も
あ
る
が
、
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と

し
て
２
学
期
制
が
有
効
に
機
能
し
た
一
面
が
あ
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
現
時
点
で
は
２
学
期
制
が
「
学
力
」
に
与
え
る
影
響
を
把
握
で
き
て
お

ら
ず
、
保
護
者
・
地
域
等
か
ら
の
反
応
も
十
分
つ
か
め
て
い
な
い
。
よ
っ
て
次

年
度
も
「
試
行
」
を
継
続
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
と
の
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
議
員
か
ら
は
、
も
う
少
し
保
護
者
や
子
供
た
ち
の
意
見
を
聞
い

て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
自
然
災
害
の
脅
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
防
止
や
地
域
連
携
な
ど
様
々
な
課
題
も
た
く
さ
ん
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
え
、
行
政
・
議
会
・
市
民
一
体
と
な
っ
て
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
希
望
を
抱
い
て
未
来
へ
進
み
た
い
も
の
で
す
。（齋

藤
　
正
昭
）

編
集
後
記

令和４年第１回定例会日程（予定）
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委　　員　齋藤　正昭 　委　　員　後藤　祐二
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ホームページアドレス
https://www.city.koshi.lg.jp/gikai/default.html

インターネットで議会の様子を
ぜひご覧下さい。
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